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―― 会員募集中です。（詳細は TEL 3388－6896  中野法人会事務局まで）――
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―― 会員増強に皆様のご協力をお願い致します。――

第 32 回 通 常 総 会 �第 32 回 通 常 総 会 �第 32 回 通 常 総 会 �

只今、理事会におきまして、前任期に引き続き
まして、会長の大役を仰せつかりました鈴木でご
ざいます。一言ご挨拶を申し上げます。
本日は、ご来賓の皆様方におかれましては、第

32回中野法人会通常総会に、ご公務大変お忙しい
中、おさしくり、ご臨席賜りまして本当にありが
とうございます。厚く御礼を申し上げます。また
平素は、法人会の事業に対しまして、ご指導、一
方ならぬご協力を頂き重ねて御礼を申し上げます。
私は、昨年の総会で、会長という大任を仰せつ

かりました。本日の総会までの１年間を考えてみ
ますと、反省することが多く、大任を果たせるよ
うな仕事が出来たのかなという思いをしておりま
す。
今、法人会を取り巻く環境は、大変厳しい状況

でございます。特に、会員増強につきましては、
東法連においても、20万社を切るという状況にな
ってきており、退会による会員の減少には歯止め
がかからないというのが現状でございます。当然
当中野法人会も、先ほどの数字を見ればお分かり
の通りの状況でございまして、本気になって取り
組まないと大変難しいと思っております。皆様の
ご支援を頂きながら、知恵をお借りしながら、会
員増強に結びつくよう、全力を尽して行きたいと
考えております。
また、ご存知のように公益法人制度が改正にな

りまして、実際に、単位会それぞれが公益法人制
度の申請をしなければなりません。この要件にマ

新会長に鈴木芳久氏を再選。

去る5月17日、中野サンプラザにおいて、
会員企業250余名の出席を得て、第32回通
常総会を開催、議案はすべて、全員異議な
く承認可決されました。

会　長　挨　拶
鈴木　芳久

ッチするためには、やはり社会貢献という大変重
要な問題がございます。もちろんこれに投資する
予算の費用の問題もございますが、地域社会に貢
献する事と、租税教育も含めまして、今後どのよ
うに取り組みをしていくかが大きな課題でござい
ます。
今、社会貢献活動の一旦である中野まつりは、

大きなイベントですし、今後もおおいに力を入れ
ていかなければなりませんが、他にも新たな社会
貢献としての活動をいろいろ模索していかなけれ
ばいけないと考えております。
まだ多少時間はございますが、その間是非公益

法人としての条件を満たせるように、形づくりを
していかなければいけないと思っております。
又、電子申告制度ですが、今どの業界において

も、電子化は切っても切れない状況です。当然こ
の電子申告制度も、これから事業所はもちろんの
事、個人においても取り組まざるを得ない状況に
なってくると思います。実際には、事業規模とか
内容によって、取組み方法や時期は色々とあると
思いますので、何か皆様のお役に立つような事、
皆様からの要望があれば税務当局の方にもお話を
申し上げながら進めて参りたいと思っております。
税法の改正についても、今でもかなり複雑にな

っておりますが、更に税法が改正されますと、非
常に難しい問題が出てくると思いますので、こう
いった事についても、いち早く、会員の皆様に情
報を提供し、その対策について何か役に立つ事業
を展開して参りたい思っております。
このように多くの課題を抱えておりますが、私

は大変微力でございます。役員の皆様始め会員の
皆様と力を合わせて全力で取り組む所存でござい
ます。どうぞご来賓の皆様におかれましても、是
非ご指導ご支援を賜りますようお願いを申し上げ
る次第でございます、よろしくお願い致します。
終わりに、本日ご出席頂きました皆様方のご事

業とご発展と、ご健勝ご多幸をお祈り申し上げ新
任の挨拶とさせて頂きます。
本日はどうもありがとうございました。第1部司会・秋元氏 第32回総会・皆様真剣に…
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本日は、社団法人中野法人会の第32回通常総会
にお招きいただき誠にありがとうごさいます。
ご列席の皆様方には、日頃から税務行政全般に
わたり、深いご理解と多大なご協力を賜り、厚く
お礼申し上げます。
ただ今の総会におきまして、皆様方の熱心なご
審議により、議案が滞りなく承認されましたこと
を心からお慶び申し上げます。
加えて、昨年に引き続き、e－Taxの普及に関す
る議案がご承認されましたことを感謝致しており
ます。今後とも、皆様方のご尽力により、数多く
の方にご利用いただけるようお願い申し上げます。
この度の役員改選で役員をご退任されました皆
様方には、永年にわたり、法人会の発展のために
ご尽力を賜り、深く敬意を表する次第です。
そして、新しく役員にご就任されました皆様方
には、先達が築かれた伝統と実績ある中野法人会
の更なる発展のために、鈴木会長を中心として、
魅力のある会活動を積極的に展開して頂きますよ
うご期待申し上げます。
また、本日、会員増強の功績により、会長感謝
状を受彰されました皆様方には、心からお祝いを
申し上げます。法人会の更なる活性化のためには、
組織の維持拡大を図ることが、何よりも必要不可
欠であります。
ただ、我が国の景気が、緩やかな回復の兆しを
見せているとはいえ、会員増強は、大変困難な現
状にあることも事実です。会員の皆様方におかれ
ましては、今後とも一致団結して会員増強運動に

取り組んでいただきますよう、宜しくお願い申し
上げます。
さて、最近の我が国の社会は、経済のグローバ
ル化や高度情報化などにより、個人や企業の国境
を超えた経済活動が広がりを見せ、他方、少子高
齢化の進展、個人のライフスタイルの多様化など
様々な変化を遂げていますが、このような社会の
変化に対応するため、税制の見直しも進行してお
ります。さらに、公務員制度改革が進められ、私
ども税務の職場を含む公務員の定員削減により、
税務行政は、ますます厳しい対応を求められてお
ります。
このような状況の中で、国税庁の使命である

『納税者の自発的な納税義務の履行を適正かつ円滑
に実現する』ためには、税務行政の現状を国民に
分かりやすく説明するとともに、e－Taxの利便
性を高めるなど、常に納税者を念頭に置いた納税
者サービスの拡大を図ることが必要であり、また、
悪質な納税者に対しては厳しく対処するなど、適
正かつ公平な課税の推進に努めることが、税務行
政に対する国民の理解と信頼を得るうえで、最も
重要であると考えております。つきましては、税
のよき理解者であります法人会会員の皆様方には、
今後とも、税務行政に対しまして、より一層のご
理解とご協力を賜りますようお願い申し上げます。
結びに当たり、社団法人中野法人会の益々のご
発展と、会員の皆様方のご健勝と更なるご事業の
ご繁栄を祈念いたしまして、私の祝辞といたしま
す。

祝　　辞�

中野税務署長

渡辺　孝実

宮坂副会長・開会 宮島事業委員長 榎本総務委員長 会田監事 堀井（青年）副部会長 木村副会長・閉会

（第１部・通常総会）
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（第１部・通常総会）

本日は、法人会の総会にお招きを頂きまして、大変にあ
りがとうございます。
第32回の法人会の総会が、恙無く終了されたという事
で、本当におめでとうございます。又、表彰されました
皆様、本当にご苦労様でございました。
私は、納税団体の増強は、昨今、特に税制が良く変わ
りますし、複雑になってきておりますので、税知識の普
及とか税の道義を高揚していくという意味で、社会的な
意義が大変大きいと思っております。
私どもは税金を使わせて頂く立場でございますが、最
近、地方の財政的な自治権を強めようという事で、住民
税が10％にフラット化されました。その影響も、区民の
皆さんにも是非ご理解を頂きながらやっていかなければ
いけないと思っております。
区の財政ですが、私が区長になってから、区民の皆様
に本当にご理解頂きながら改革を進めてきて、最近では、
区の貯金、基金もバブル時代の300億に追いつく位まで積
むことが出来るようになってきました。収支構造の改善
も出来るようになりました。ようやく、21世紀の新しい
時代の行政需要に対して、きちんとした対応を、考えら
れる区政になったかなというところでございます。
先日、警察大学校の跡地が、財務省から競争入札の告
示がございました。実際に、開発の動きが始まってくる
という事で、良い意味での街の活性化に必ずつながって
いくような開発になるように、区としてもこれから街づ
くりを一生懸命進めて行きたいと思っております。
今、東京ひとり勝ち論という事が言われております。
東京都や区は非常に財政が豊かで、国の力もあまり借り
ないで、いろいろな仕事をやっているから、法人課税の
税源を中心に、東京から地方に移譲しようじゃないか、
動かそうじゃないかというような議論でありまして、こ
れは大変困った事だと思っております。
経済の世界で、日本のような構造の中で、東京圏が経
済的に活力があるというのは当然の事だと思います。更
に、その事が、地方に波及して、日本全体が良い動きに
なっていかなければ、日本が大変な事になってしまうと
思います。
ただ、自治体レベルで言いますと、決して東京都や23
区が、潤沢に有り余るお金を使っているなどという事は、
歴史的にもございません。また、都市だからこそ取り組
まなければいけない問題や手つかずの課題がたくさんご
ざいます。
中野区の自治を守っていく為に、東京の繁栄をしっか
り支え守っていく為に、声を大にしてこうした問題につ
いても訴えていきたいと思っております。
是非とも皆様にもご理解を頂きながら、共に、より良
い中野、本当に良い街、故郷中野を、これからも作って
いくようご協力をお願い申し上げます。また、法人会会
員の皆様の益々のご健勝、ご多幸、事業のご繁栄を心よ
りお祈り申し上げまして、私のご挨拶とさせて頂きます。

ただ今ご紹介いただきました中野都税事務所長の桑原
です。
本日は、社団法人中野法人会第32回通常総会にお招き
いただきまして、誠にありがとうございます。中野法人
会の皆様には、日頃から東京都の税務行政につきまして
深いご理解とご協力をいただいておりますことに、この
場をお借りして厚くお礼を申しあげます。
ただ今は、通常総会の全ての案件が滞りなく承認・可
決されましたことを、心よりお慶び申し上げます。役員
を退任された皆様には、大変お疲れ様でございました。
新執行部の皆様方には、中野法人会の更なる発展のため、
ご活躍されますことを心から祈念申し上げます。また本
日、表彰を受けられた皆様、本当におめでとうございま
す。
さて、都の税務行政の状況と取組みについて少しお話
させていただきます。
東京都の19年度予算では、収入の80％を都税の収入で
占めております。東京都の様々な施策の大部分が、皆様
からお預かりする都税によってまかなわれているといっ
ても過言ではありません。
歳入を所管する主税局としましては、今年も5月から6
月にかけ、納期内納税を推進するためキャンペーンを実
施しております。本年度は、区市町村に加え八都県市と
も連携し、納期内納税とともに税源移譲に伴う個人住民
税の改正についても周知を図っているところでございま
す。
２日前の15日には、都内約150ヶ所で一斉に街頭キャン
ペーンを行いました。都に今年入った新規採用職員535名
全員と概ね5000人を超える人が参加しています。私ども
中野都税事務所におきましても、JR中野駅頭で、区役所
と合同で、中野納税貯蓄組合連合会の皆様の応援をいた
だいて、3,000部のチラシを配布し、納期内納税など広く
呼びかけたところでございます。
都では、納税者の利便性向上の一環といたしまして、
４月から都税を納付できるコンビニの範囲を拡大し、都
内のコンビニの99％で都税の納付が可能となりました。
納税しやすい環境の整備を図るなど、サービスの向上に
積極的に取り組んでまいります。
また、「電子申告」の更なる普及と利用促進に向け、広
報活動を積極的に実施してまいります。
私ども中野都税事務所職員一同、これからもより一層、
適正・公平な税務行政の推進と都税収入の確保に努めて
まいる所存でございます。皆様のご理解とご協力をお願
い申し上げます。
結びにあたり、社団法人中野法人会の益々のご発展と、
ご列席の皆様方のご健勝と事業のご繁栄をご祈念申しあ
げまして、祝辞とさせていただきます。

中野区長

田中　大輔
中野都税事務所長

桑原　正志

ご来賓の皆様 役員の皆様 全ての議案が承認可決！
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（第３号議案）
重　点　施　策
本年度の事業活動は、基本的には従来の諸施策を踏襲し、会員の要求に応える健全な運営と効率的な発展を図るため、公益法
人として広く一般社会に目を向けながら納税意識の向上と地域社会に密着した貢献活動に積極的に取り組む。
又、組織の強化・充実については、長引く景気低迷による経済環境の悪化を反映して、会員数が減少傾向にあるため、会活動
の一層の活性化と会員の維持拡大を最重要課題として、特に支部活動については、会員のニーズに合った活動を推進し、会員増
強運動を展開する。
尚、会員企業の福利厚生事業の拡充は、経営の安定と雇用対策を助成し、且つ財政基盤の強化に寄与するため、一層の普及推
進に努める。

平成19年度　事業計画 （平成19年４月1日～平成20年３月31日）

【本部事業】
� 新設法人に対する法人税、源泉所得税に関する説明会
（奇数月・年６回開催）

�　決算期別の法人説明会（11月を除く・年11回開催）
�　給与所得者の年末調整説明会（11月・１回）
（延３日間開催）

�　法人税・消費税申告書の書き方説明会
（４・６・10・２月・年４回開催）

�　税制税法及び取扱通達の説明会（改正の都度）
�　第15回・法人税の実務講座（１回開催）
�　第16回・源泉所得税の実務講座（１回開催）
�　第30回・初歩の簿記講習会（１回）（延５日間開催）
	　第12回・パソコン実践講座（１回）（延８日間開催）

 新入会員特別研修会と交流・懇談会（１回開催）
（事業委員会＆組織委員会）

�　国税電子申告・納税システム（e-Tax）の普及
（総務委員会主体）

�　福利厚生等セミナー（４月）・
経済等の講演会（９月）・政治及び教養等講演会（11月）


　第24回・法人会全国大会への参加
（９月　新潟県・朱鷺メッセで開催）

�　東法連・ビデオライブラリーの利用促進
� （地域社会貢献活動）中野まつりへの参加
（10月６・７日）＆中学生職場体験の推進

� （地域社会貢献活動）租税教育の推進
（青年部会・女性部会と共催）

�　福利厚生事業の拡充（生活習慣病健診の実施、週刊ダ
イヤモンド・セコムの推進）

�　厚生施設（ラフォーレ倶楽部、プリンス系ホテル・ゴ
ルフ場）の利用

�　税務一般並びに経理の相談
�　全法連・東法連・ブロック別行事への参加
�　事業・特別委員会の開催（５回）

【支部事業】
�　支部別税務研修会（２回）
�　支部別研修会・見学会（随時）

【部会事業】
�　源泉研究部会・研修会（８回）
�　青年部会・研修会（９回）
�　女性部会・研修会（４回）

平成19年度　事業関係計画
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１．総務関係
�　通常総会（１回）

�　正副会長会（４回）

�　常任理事会（２回）

�　理事会（２回）

�　新年賀詞交歓会（１回）

�　e-Taxの推進

�　事務局体制の充実・強化

�　総務委員会（６回）

上記各項目は、東法連・全法連の活動に呼応して行う。

２．税制関係
�　税制に関する調査研究並びに情報の提供

�　税制に関する要望事項の取りまとめ

�　税務行政に対する要望意見の具申

�　税制改正要望全国大会への参加

�　関係外部機関との連絡・協調

�　税制委員会（６回）

３．組織関係
�　組織の充実・強化に資する為の調査情報の提供

�　会員増強推進に必要な資料・情報の提供

�　会員増強功労者に対する表彰

�　各部会の組織強化

�　支部役員会の開催

�　地区長制の強化

�　地区長会（１回）

�　組織委員会（４回）

４．厚生関係
�　全法連・東法連各共済制度の普及促進

�　簡易保険の加入促進のPR

�　週刊ダイヤモンド・セコムの促進

�　生活習慣病健診の利用促進

�　福利厚生事業の新たな調査研究

�　厚生委員会（４回）

５．広報関係
�　「中野法人会報」の発行（６回）

�　「ほうじん」の無料配布（全法連編　年４回）

�　ホームページの更なる活用

�　ビデオライブラリーの活用

�　PR版の作成（通常発行分に増刷）

�　フォト・コンテストの実施

�　広報委員会（6回）

６．特別委員会（社会貢献）
�　地域に根差した活動の推進

�　中野まつりへの参加

�　環境保全活動の検討

�　中学生・職場体験推進

�　租税教育の推進

�　他団体と協力して事業推進

�　特別委員会（事業委員会と併合６回）

平成19年度　委員会関係計画

科　　　　　　　　目 
１．　基本財産利息収入 
２．　会　費　収　入 
３．　事　業　収　入 
４．　補 助 金 収 入 
５．　推 進 費 収 入 
６．　雑　　収　　入 
７．　繰 入 金 収 入 
当 期 収 入 合 計（Ａ） 
前 期 繰 越 収 支 差 額  
収　入　合　計（Ｂ） 

合 　 　 計  一 般 会 計  収益事業特別会計 内部取引消去 

科　　　　　　　　目 
１．　事　　　業　　　費 
２．　会　　　議　　　費 
３．　管　　　理　　　費 
４．　特　定　預　金　支　出 
５．　法人税等引当金繰入 
６．　繰　入　金　支　出 
７．　予　　　備　　　費 
当 期 支 出 合 計（Ｃ） 
当 期 収 支 差 額（Ａ）－（Ｃ） 
次期繰越収支差額（Ｂ）－（Ｃ） 

合 　 　 計  一 般 会 計  収益事業特別会計 内部取引消去 

２．支出の部 

１．収入の部 

（第４号議案）�

（平成19年４月１日～平成20年３月31日） （単位：円） 

＊　収益按分により一般会計と収益事業特別会計に按分する。（但し、科目間の流用を認める。） 

平成19年度　収支予算　総括表�
（一般会計・収益事業特別会計）�

6,000 
36,126,000 
18,600,000 
4,685,700 
9,546,500 
25,000 

0 
68,989,200 
18,598,600 
87,587,800

6,000 
36,126,000 
17,100,000 
4,685,700 

0 
0 

1,018,988 
58,936,688 
18,598,600 
77,535,288

0 
0 

1,500,000 
0 

9,546,500 
25,000 

0 
11,071,500 

0 
11,071,500

0 
0 
0 
0 
0 
0 

－1,018,988 
－1,018,988 

0 
－1,018,988

38,250,000 
6,300,000 
26,053,200 
3,000,000 
700,000 

0 
13,284,600 
87,587,800 
－18,598,600 

0

34,114,000 
5,252,000 
21,884,688 
3,000,000 

0 
0 

13,284,600 
77,535,288 
－18.598,600 

0

4,136,000 
1,048,000 
4,168,512 

0 
700,000 
1,018,988 

0 
11,071,500 

0 
0

0 
0 
0 
0 
0 

－1,018,988 
0 

－1,018,988 
0 
0
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理事・監事改選の件（第５号議案）

議長は、本総会をもって任期満了に伴う役員改選の要がある旨を述べ、過日の理事会で選考委員制をとる事が決定して
いる事を議場に報告し、15名の選考委員を指名。選考委員は、別室にて慎重な協議の後、議場に戻り、選考結果を宮坂選
考委員長が報告、理事76名、監事３名が選出された。

社団法人 中 野 法 人 会 新 役 員　 平成19・20年度（敬称略）

会 長
副 会 長
〃 〃 〃
〃 〃 〃
〃 〃 〃
〃 〃 〃
〃 〃 〃
常任理事
〃 〃 〃
〃 〃 〃
〃 〃 〃
〃 〃 〃
〃 〃 〃
〃 〃 〃
〃 〃 〃
〃 〃 〃
〃 〃 〃
〃 〃 〃
〃 〃 〃
〃 〃 〃
〃 〃 〃
〃 〃 〃
〃 〃 〃
理 事
〃 〃 〃
〃 〃 〃
〃 〃 〃
〃 〃 〃
〃 〃 〃
〃 〃 〃
〃 〃 〃
〃 〃 〃
〃 〃 〃
〃 〃 〃
〃 〃 〃
〃 〃 〃
〃 〃 〃
〃 〃 〃
〃 〃 〃
〃 〃 〃
〃 〃 〃
〃 〃 〃
〃 〃 〃
〃 〃 〃

鈴　木　芳　久
青　井　忠　雄
宮　坂　信　一
宮　島　茂　明
越　後　康　夫
木　村　栄大郎
榎　本　　　一
青　柳　　　保
堀　野　　　慧
加　藤　弘　海
鳥　居　憲　夫
小　島　清　隆
大　月　浩司郎
鈴　木　照　男
吉　川　昭　一
高　野　允　雄
佐　藤　正　則
井　元　康　夫
秋　元　良　宣
白　川　邦　雄
西　條　昭　市
赤　羽　正　之
三　輪　喜久子
横　山　浩　之
大神田　紀　夫
西　見　雄一郎
篠　崎　吉　紀
内　田　真　人
杉 山 正 道
橋 本 茂 男
沼 尾 秀 夫
平 澤 良 二
横 川 忠 重
松 本 英 夫
村 澤 儀 雄
矢 島 友 伸
飛 田 定 己
田 中 秀 和
島 根 　 猛
松 澤 好 男
春 名 修 明
谷 津 和 広
横 田 忍 夫
江 川 達 雄

�七星科学研究所
� 丸 　 　 　 　 井
宮 坂 醸 造 �

宮 島 物 産 �

大 重 木 材 �

木 村 化 学 産 業 �
� 榎 　 　 　 　 本
大 和 産 業 �

� 堀 野 工 務 店
� ム サ シ ヤ
大 成 食 品 �

�結城堂室内装飾工房
�フジヤカメラ店
�建築設計エスカルゴ
宮 園 石 油 �

� コ ー ノ
� 鳥 一 番
�アイ・ケイ・ワイ
� 秋 元 式 典
白 川 商 事 �

新 星 自 動 車 �

� タ マ リ ヤ
三 輪 商 工 �

横 山 保 全 �

大 神 田 建 設 �

� 鷺 宮 製 作 所
�日本エステートシステム
� ウ チ ダ
帝 都 博 善 �

� サ ン エ イ
日 光 電 機 �

東 神 事 務 機 �

関 東 塗 装 工 事 �
� 松 本 商 店
日本自動車交通�
� 中 野 計 器
飛 田 洗 染 �

（株）田中鍍金工場
� 千 　 草 　 園
� 足 立 屋 洋 品 店
� は る な 電 気
� 上 州 屋 葬 祭
コ ン フ ォ ー ト �
� 日 栄 東 海

理 事
〃 〃 〃
〃 〃 〃
〃 〃 〃
〃 〃 〃
〃 〃 〃
〃 〃 〃
〃 〃 〃
〃 〃 〃
〃 〃 〃
〃 〃 〃
〃 〃 〃
〃 〃 〃
〃 〃 〃
〃 〃 〃
〃 〃 〃
〃 〃 〃
〃 〃 〃
〃 〃 〃
〃 〃 〃
〃 〃 〃
〃 〃 〃
〃 〃 〃
〃 〃 〃
〃 〃 〃
〃 〃 〃
〃 〃 〃
〃 〃 〃
〃 〃 〃
〃 〃 〃
〃 〃 〃
〃 〃 〃
監 事
〃 〃 〃
〃 〃 〃
顧 問
〃 〃 〃
〃 〃 〃
相 談 役
〃 〃 〃
〃 〃 〃
〃 〃 〃
〃 〃 〃
〃 〃 〃

斉 藤 謙 治
熊 倉 三 男
高 山 義 章
石 井 正 幸
鈴 木 宏 侑
安 達 昭 子
三 橋 　 満
田 中 淳 正
川 村 秀 利
桜 井 悠 介
松 沢 　 昶
山 � 正 芳
清 水 　 明
川 村 洋 治
鎌 田 政 明
櫻 井 正 人
吉 川 　 茂
岩 崎 充 利
上 山 一 彦
校 倉 　 勝
相 田 和 成
柴 　 隆 夫
坂 崎 隆 義
三 好 正 市
青　木　平四郎
萩 尾 孝 之
倉 本 龍 二
根 岸 正 治
堀 井 昭 子
老 川 知 範
野 上 茂 夫
背 戸 正 昭
会 田 義 夫
松 原 長 治
安 藤 通 久
溝 口 秀 和
西 見 一 郎
飯田　又右衛門
窪 寺 　 登
北　　　誠之助
江 藤 利 雄
飯 田 雄 一
石 井 須 美
大 島 幸 子

� 白 蓮 堂
� プ リ ン
� ス ペ ー ス
�アークフェニックス
日 本 閣 観 光 �

�大昭国際旅行社
� 美 和 工 務 店
山王テクノアーツ�
宮 園 オ ー ト �

� グ レ イ ス
� ト ー オ ン
西武信用金庫本店
�コーエーテクニカ
� 広 島 屋
� 阿 波 屋
か ね 長 桜 建 設 �
東 悠 石 油 �

� 岩 崎 物 産
�上山会計事務所
中 野 建 設 塗 装 �
� 三 鈴
� 柴 商 店
� デ ジ コ ム
東 京 天 然 色 �

� 青 木 葬 儀 社
� 都 市 美 工
ペ ガ サ ス 興 業 �
� 根 岸 建 設
堀 井 運 送 �

� 老 川 工 芸 所
野 上 食 品 �

� テ ク ノ セ ッ ト
� 杉 浦 製 作 所
中 野 運 輸 �

�サンライズコーポレーション
金 剛 産 業 �

� 鷺 宮 製 作 所
� あ ぶ ま た 味 噌
窪 寺 工 業 �

�三和コネクタ研究所
� エ ト ー
� 深 雪 ス タ ジ オ
三 和 電 気 工 業 �
� 大 島
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新　評　議　員 平成19・20年度　　　（敬称略）

大 須 賀 稔

吉 田 雅 治

中庭めぐみ

大 木 年 光

磯 谷 眞 示

田 中 才 三

中 村 幸 夫

杉 浦 赤 弥

高 崎 吉 男

矢 島 満 男

浅 井 徳 昭

田 中 京 子

水 垂 雅 子

安 川 庸 夫

杉 田 秀 樹

鈴 木 　 強

寺瀬真優美

高 野 成 行

濱 本 義 典

白 石 大 司

芹 澤 　 義

吉 川 　 保

荻 野 　 勉

竹 渕 　 晃

佐 藤 泰 義

市 川 豊 彦

寺 田 康 夫

深 沢 貞 彦

井 塚 武 夫

相原光一郎

� 山 傳

ジェーピーシー�

� 日 正 閣

� 大 木 工 業 所

西京信用金庫鷺宮支店

田 丸 産 業 �

西武信用金庫鷺宮支店

� 杉 浦 建 設

� 吉 野 商 事

� 中 乃 見 家

� 富 士 屋 商 店

田 中 金 属 �

� 珠 州 屋

� ヤ ス カ ワ

宮 坂 醸 造 �

� 仲 川 式 典

� よ ね 屋

� 高 野 花 園

四 國 商 事 �

� 白 石 硝 子 店

芹 沢 電 設 �

東 洋 理 化 �

� 阿 ら 井 食 堂

� 大 森

� む ろ う ち

� 信 濃 自 動 車

東 京 飲 料 �

� 泰 成 建 築

� 井 　 　 塚

� 便 利 社

熊 澤 　 明

城 　 和 裕

食 野 三 郎

田 辺 定 治

長 田 恒 夫

青 木 　 武

尾 崎 栄 一

遠 山 　 博

近藤千佳之

長 浜 好 一

山 内 尚 人

岩 崎 良 雄

吉 岡 一 義

柳 　 萬 治

鈴木寿美雄

田 村 慶 三

鈴 木 康 夫

廣 瀬 興 紀

赤 羽 光 一

西 村 正 洋

館 野 年 美

吉 野 　 典

江 藤 春 雄

須 藤 勝 見

栗 原 武 弘

瀬 戸 良 皓

� ベ ア ー ズ

� せ い と う

� 日 　 　 建

� 創 進 設 備

ブロードウェイ管理組合

� ア オ キ

日本鉄道広告�

� ス ト ッ ク

� 富 士 屋

� 長 浜 葬 儀 社

� 恭 英 開 発

西武信用金庫東中野支店

�吉岡ランドリー

�マルマンストアー

�鈴木紙器製作所

田村石材工業�

� 四 谷 大 塚

奥山管材機器�

� 赤 羽 商 店

吉 田 製 薬 �

� 丸 美 工 芸

ツ カ サ 電 工 �

� 江 藤 書 店

� 鳳 月 堂

栗 原 建 物 �

�正栄機械製作所

鳴川真由美

鳥 山 一 雄

瀬 尾 国 男

横 山 哲 三

豊 山 昌 大

土 山 博 幸

落 合 義 昭

畦 地 秀 明

藤 原 徹 也

大 久 保 茂

山 本 　 健

吉 岡 諒 伍

小 川 敬 子

逸 見 悌 治

碓 田 幸 夫

原 　 　 勇

小 倉 健 治

横 倉 正 志

榎 戸 秀 男

竹 本 宗 司

吉 沢 良 二

矢 澤 勝 英

北 島 　 孝

戸 矢 崎 哲

� エ ヌ ・ ツ ー

� 中 電 商 会

�瀬尾自動車塗装部

横山設備工業�

アライアンスファミリー�

�ジェイテック

� 落 合 商 会

タイガー自動車工業�

� 大 　 　 成

� 牛 窪 木 工 所

萬国コーヒー�

クリステル工業�

� 小 川 鉄 工 所

� 美 鈴 商 店

� 金 吾 堂 製 菓

東京都個人タクシー�

� 友 美 堂

サ ノ ヤ �

� 武 蔵 屋

竹 本 金 属 �

�ハルナヨコハマタイヤサービス

矢澤光学塗装�

カルソニックカンセイ�

国際電子工業�

///////  第　１　支　部 /////// ///////  第　５　支　部 ///////

///////  第９中央支部 ///////

///////  第９本町支部 ///////

///////  第　６　支　部 /////// ///////  第　10 支　部 ///////

///////  第　11 支　部 ///////

///////  第　12 支　部 ///////

///////  第　７　支　部 ///////

///////  第　８　支　部 ///////

///////  第　２　支　部 ///////

///////  第　３　支　部 ///////

///////  第　４　支　部 ///////
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―― 会員募集中です。（詳細は TEL 3388－6896  中野法人会事務局まで）――

平成19・20年度各委員会委員名簿

鈴 木 勝 定
石川ゆう子
篠 　 春 男
前 田 明 博
定方甲子雄
福 本 敬 文
宮 島 武 司
本 間 誠 二
折 原 烈 男
関 田 秀 男

� 常 陸 商 事
� 石 川 製 作 所
� 越 後 屋 商 店
旭 建 設 工 業 �
三 協 興 業 �

東京ウエスターン交通�
宮 島 物 産 �

�セイコーサービス
折原コーヒー�
� 太 洋 製 作 所

斉藤喜久雄
石 井 卓 爾
生 駒 高 史
石 井 祐 治
高 波 貞 二
清 水 康 代
藤 沢 義 一
奥 山 二 郎
松 本 武 男
海老澤　勉

三 恵 電 気 �

三和電気工業�
光 進 電 機 �

昭 和 管 財 �

高 波 興 業 �

�コーエーテクニカ
� 松 　 　 　 喜
奥 山 不 動 産 �
� ハ イ カ ッ ト
� エ ビ サ ワ

深 澤 平 八
中 根 秀 明
小 澤 岩 男
安 達 七 郎
山 田 祐 司
樋 口 利 一
雨 宮 利 男
森 山 晴 男
麻 沼 雅 海

� 中 野 屋 米 店
中 根 運 送 �

� 清 和 電 機
石田プレス工業�
�エスピーブレイン
� 樋 口 工 務 店
弥 生 交 通 �

城 西 運 送 �

アサヌマコーポレーション�

参　　　　　与 （敬称略）

委員会

委員長

（支部）

1

2

3

4

5

6

7

8

9中央

9本町

10

11

12

総務委員会

（名簿作成委員会）

榎本委員長

鳥居副委員長

小島副委員長

吉川副委員長

秋元副委員長

白川副委員長

�鷺宮製作所

三協興業�

飛田洗染�

大成食品�

�結城堂室内装飾工房

� プ リ ン

�美和工務店

宮園石油�

� 広 島 屋

東悠石油�

� 三 　 鈴

�秋元式典

白川商事�

事業委員会

宮島委員長

西條副委員長

横山副委員長

矢島副委員長

横山保全�

日光電機�

�中野計器

�足立屋洋品店

新星自動車�

�スペース

�大昭国際旅行社

高波興業�

�コーエーテクニカ

�上山会計事務所

�デジコム

堀井運送�

アサヌマコーポレーション�

税制委員会

青井委員長（服部）

高野副委員長

井元副委員長

�日本エステートシステム

帝都博善�

日本自動車交通�

�はるな電気

�新共立企画

�日　　建

�アークフェニックス

西武信用金庫

� コ ー ノ

�正栄機械製作所

�アイケイワイ

�都市美工

矢澤光学塗装�

厚生委員会

越後委員長

大月副委員長

小川副委員長

小島副委員長

寺瀬副委員長

大神田建設�

�サンエイ

� 珠 州 屋

� よ ね 屋

�結城堂室内装飾工房

�フジヤカメラ店

�恭英開発

�トーオン

�竹井商会

�エヌ・ツー

中野建設塗装�

�小川鉄工所

サ ノ ヤ �

広報委員会

木村委員長

本間副委員長

川村副委員長

� ウ チ ダ

東神事務機�

�セイコーサービス

�田中鍍金工場

�上州屋葬祭

� 白 蓮 堂

日本閣観光�

宮園オート�

かね長桜建設�

�岩崎物産

東京天然色�

�山下会計事務センター

�テクノセット

特別委員会

（社会貢献委員会）

宮島委員長

西條副委員長

横山副委員長

矢島副委員長

赤羽青年部会長

三輪女性部会長

（事業委員）

（青年部会役員）

（女性部会役員）

大和産業�

�堀野工務店

�ムサシヤ

� 千 草 園

コンフォート�

�日栄東海

�建築設計エスカルゴ

�グレイス

� 阿 波 屋

�清和電機

� 柴 商 店

ペガサス興業�

�老川工芸所

大神田建設�

関東塗装工事�

�富士屋商店

東京飲料�

�七星科学研究所

�ガリバー

山王テクノアーツ�

�松　　喜

ツカサ電工�

� 鳥 一 番

萬国コーヒー�

�根岸建設

野上食品�

組　織　委　員　会

宮坂委員長

青柳副委員長

堀野副委員長

加藤副委員長

鈴木副委員長

佐藤副委員長

　『うまい！安い！』をモットーの、老舗の居酒屋を紹介しま～す。�
　創業は昭和39年ですから、実に42年間、大衆居酒屋として営業をしてきた、その名も『赤ひょうたん』です。建物が老朽
化してきたという事で昨年立替工事を行い、今年の３月に新装オープンしました。清潔な店内で、旬のおいしいおすすめ品と
地酒をゆったりと味わい、くつろぎながら、素敵な一時を味わえるグ～！なお店です。自慢の炭火串焼や自家製串揚げは、そ
れこそ絶品です。カウンター席、テーブル席、掘りごたつ席があり、宴会場は要予約ですが、40名様まで利用可能です。お料
理が1,500円から、飲み放題も1,500円から受け付けてくれます。駅から近く、ちょっと飲みすぎてもオーケーの『赤ひょうたん』。�
　皆さんも是非、足を運んでみて下さい。大満足できるはずです。（真澄も置いてますよ！）　　　　　　（記　斉藤謙治）�

ホットなお店紹介�

〒164－0001  中野区中野5－36－5�
Ｔ Ｅ Ｌ：03－3388－1562�
営業時間：16：00～24：30�
定 休 日：毎週水曜日�

http://www2.ocn.ne.jp/̃hyotan/
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―― 会員増強に皆様のご協力をお願い致します。――

平成19・20年度 地区長 （敬称略）
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�
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3�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

4

上鷺宮１丁目 

上鷺宮２丁目 

上鷺宮３丁目 

上鷺宮４丁目 

上鷺宮５丁目 

鷺　宮１丁目 

鷺　宮２丁目 

鷺　宮３丁目 

〃 

鷺　宮４丁目 

鷺　宮５丁目 

鷺　宮６丁目 

白　鷺１丁目 

白　鷺２丁目 

白　鷺３丁目 

若　宮１丁目 

若　宮２丁目 

若　宮３丁目 

〃 

江古田１丁目 

江古田２丁目 

江古田３丁目 

江古田４丁目 

江原町１丁目 

江原町２丁目 

江原町３丁目 

丸　山１丁目 

丸　山２丁目 

沼　袋１丁目 

沼　袋２丁目 

沼　袋３丁目 

沼　袋４丁目 

大和町１丁目 

大和町２丁目 

大和町３丁目 

大和町４丁目 

野　方１丁目 

野　方２丁目 

野　方３丁目 

野　方４丁目 

野　方５丁目 

野　方６丁目 

新　井１丁目 

新　井２丁目 

（青柳　保） 

大野良知 

（青柳　保） 

（青柳　保） 

（青柳　保） 

篠崎吉紀 

高橋　章 

大木年光・中庭めぐみ 

新井建喜 

大崎　修・西京信金 

西京信金 

近藤正弘 

内田真人 

内田真人 

田中才三 

西武信金 

宮下　啓 

生形昌宏・先崎雅彦 

高橋　勇・西武信金 

信森勝治 

杉山正道 

橋本茂男 

福本敬文・横川忠重 

（定方甲子雄） 

杉浦赤弥 

定方甲子雄・竹井　浩 

村竹　隆 

平澤良二・岸　武志 

西京信金 

沼尾秀夫 

相原一浩 

芝信金 

浅井徳昭・松本英夫 

矢島友伸・栗原康二 

水垂雅子・田中京子 

本間誠二 

飛田定己・安川庸夫 

杉田秀樹（宮坂醸造） 

金子嘉夫 

佐藤裕仁 

（加藤弘海） 

加藤弘海・川口　誠 

白石大司 

佐藤泰義 

支　部� 地　　区� 組 織 委 員 ・ 地 区 長 �
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�
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�

�

9中央�

�
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9本町�
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11�
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12

新　井３丁目 

新　井４丁目 

新　井５丁目 

松が丘１丁目 

松が丘２丁目 

上高田１丁目 

上高田２丁目 

上高田３丁目 

上高田４丁目 

上高田５丁目 

中　野４丁目 

中　野５丁目 

中　野６丁目 

東中野１丁目 

東中野２丁目 

東中野３丁目 

東中野４丁目 

東中野５丁目 

中　野１丁目 

中　野２丁目 

中　野３丁目 

中　央３丁目 

中　央４丁目 

中　央５丁目 

本　町４丁目 

〃 

本　町５丁目 

本　町６丁目 

中　央１丁目 

中　央２丁目 

本　町１丁目 

本　町２丁目 

本　町３丁目 

弥生町１丁目 

弥生町２丁目 

弥生町３丁目 

弥生町４丁目 

弥生町５丁目 

弥生町６丁目 

南　台１丁目 

南　台２丁目 

南　台３丁目 

南　台４丁目 

南　台５丁目 

（深沢貞彦） 

深沢貞彦 

相原光一郎 

熊澤　明・橘　敏彦 

高橋信房 

安藤光二・城　和裕 

斉藤喜久雄・谷津和広 

北誠之助・新川祐一 

西武信金 

関田秀男 

高山義章 

熊倉三男・斉藤謙治 

江川達雄 

田中淳正 

竹内八十二 

小峰一泰 

高橋泰三 

西武信金 

吉岡一義・鈴木寿美雄 

藤沢義一 

桜井悠介 

櫻井正人 

亀田哲兒 

館野年美・黒岩文枝 

岩崎充利・上山一彦 

江藤春雄 

海老澤　勉・小澤岩男 

須藤勝見 

三好正市・坂崎隆義 

板倉　勝 

落合義昭 

藤原徹也 

柴　隆夫 

堀井昭子 

仲野博子 

根岸正治 

西京信金 

山下晃司 

小倉健治 

横倉正志 

野上茂夫 

吉沢良二 

黒澤彰男 

森　正夫・老川知範 

支　部� 地　　区� 組 織 委 員 ・ 地 区 長 �
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―― 会員募集中です。（詳細は TEL 3388－6896  中野法人会事務局まで）――

（第１部）�平成18年度・功労のあった支部・個人・団体の皆様に表彰�

（第2部）�盛大に華やかに懇親パーティー�

司会の白川氏�

大同生命保険（感謝状）� ＡＩＵ保険（感謝状）� アフラック（感謝状）�

特別賞（代表）� 個人表彰（代表）� 経営者大型・達成賞�

最優秀支部賞� 優秀支部賞（代表）� 努力支部賞（代表）�

越後副会長・開会� 溝口顧問・乾杯�
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―― 会員増強に皆様のご協力をお願い致します。――

～ 総会後の抽籤会、会場は熱気に包まれて… ～�

『お楽しみ抽籤賞品』�
特等  HDDオーディオ（ワンセグ対応） 
１等  USB Mオーディオ 
２等  シルク毛布ペアセット 
３等  低反発敷パット＆低反発枕セット 
４等  マイナスイオンドライヤー 
５等  レディースシェーバー 
６等  ナチュラルキティタオルセット 服部氏の中締�女性部会の皆様�青年部会の皆様�
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―― 会員募集中です。（詳細は TEL 3388－6896  中野法人会事務局まで）――

平成18年度　中野法人会関係

「支部表彰の部」

「個人表彰の部」

〔最優秀支部賞〕
〔優秀支部賞〕
〔努力支部賞〕
〔特　別　賞〕

第９本町支部
第１支部・第４支部・第５支部・第９中央支部・第11支部
第２支部・第３支部・第６支部・第７支部・第８支部・第10支部・第12支部
第５支部・第６支部・第９中央支部・第９本町支部・第11支部

青　柳　　　保
沼 尾 秀 夫
加 藤 弘 海
川 口 　 誠
鳥 居 憲 夫
鈴 木 芳 久
中 原 　 孝
秋　山　欣次郎
古 下 啓 一
木　村　栄大郎

高 橋 　 勇
石 附 � 雄
本 間 誠 二
水 垂 雅 子
深 沢 貞 彦
安 藤 光 二
三 橋 　 満
海老澤　　　勉
大 島 幸 子
三 好 正 市

（敬称略）

高木冨美子　　手塚　良次
岡　　和子　　山本　民江　　高殿　茂義　　青山　充孝
上林　博美　　下平　幸平　　友森　孝典　　荻野八重子

〔大同生命保険�新宿支社〕

大同生命保険�新宿支社　　ＡＩＵ保険会社東京第一ＩＳオフィス〔 感 謝 状 〕
（組織委員会推薦）

アメリカンファミリー生命保険会社新宿支社〔 感 謝 状 〕
（厚生委員会推薦）

第32回通常総会の席上、平成18年度の「会員増強の功労に対する表彰」又、「経営者大型総合保障制度
の推進に対する表彰」がありましたので、掲載させていただきます。受彰された皆様、大変におめでとう
ございました。

「上期表彰分」
（9月14日・サンプラザ）「会員合同研修会」にて済

「下期表彰分」
（5月17日・サンプラザ）「通常総会」にて

◎新規加入役員企業２社達成：第２支部
◎役員加入率100％達成：第９中央支部

◎役員加入率新たに60％以上達成：第４支部

平成18年度　経営者大型総合保障制度推進表彰

（平成19年5月29日・明治記念館・第29回通常総会にて）

（平成19年5月17日・サンプラザ・第32回通常総会にて）

◎全法連功労者表彰受彰者
◎東法連永年勤続表彰受彰者
（東法連委員）

◎東法連会員増強功労者表彰受彰者

◎記念品贈呈（東京国税局長納税表彰による）

�波　貞二　　佐藤　憲光
鈴木　芳久 松本　英夫
宮坂　信一 青木平四郎
斉藤喜久雄 佐藤　憲光
大神田紀夫　　桜井　悠介
関田　秀男　　仲野　博子
小林　邦雄　　白川　邦雄
熊倉　三男
鈴木　芳久

平成18年度　全法連・東法連表彰関係（敬称略）

（個人表彰の代表者・明治記念館）
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―― 会員増強に皆様のご協力をお願い致します。――

厚生委員会主催の『第８回健康セミナー』が、

４月19日、中野サンプラザにおいて開催されまし

た。講師には、今回６回目になりますが、「日本

医療栄養センター所長」の井上正子先生を招聘し

て「食事バランスガイド・コマの活用」というこ

とで話して頂きました。

如何でしたか？　私たちは、“忙しい現代人”。

せめて栄養バランスだけはしっかりととりましょ

う。目の前の食事を観察しながら、「１つ」「２つ」

と指折り数えるだけでOKです。「これは主食の２

つ（ｓｖ）」「今日は副菜が３つ（ｓｖ）…足りて

「食事バランスガイド」

とは、望ましい食事の組み

合わせがひと目でわかるツール、それが「食事バ

ランスガイド」（厚生労働省・農林水産省決定）です。

下図を見ながら、皆さんもチェックしてみて下

さい。

ないな」ということがわかってきます。これがで

きるようになれば、どこで何を食べても、栄養バ

ランスの整った食事をとることができます！

又、平均寿命の高い数値をあげている福井県に

ついてお話しします。

先ず、バランスの良い食事をとっている。

脂肪の摂取・質が良い、豆類やいも類を好

み、比較的摂取量が多い。塩分控えめの食

事を心掛けている。ボランティア活動や地

域交流が盛んで、三世帯家族が多くにぎや

かな日々を過ごしています。皆さんも食事

バランスを身に付け、健康で長生きしま

しょう。（大意）

○第8回健康セミナー○
～ 食事バランスガイド・コマの活用 ～

講師　井上　正子先生

井上先生

バランスチェックで健康の維持越後厚生委員長
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―― 会員募集中です。（詳細は TEL 3388－6896  中野法人会事務局まで）――

得� 会員増強推進の為に�

法人会のメリット特集�１３�No.

★印は最新のもので、特に皆様にご利用頂いております�
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―― 会員増強に皆様のご協力をお願い致します。――
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―― 会員募集中です。（詳細は TEL 3388－6896  中野法人会事務局まで）――

※次回9月1日号（会報第156号）には、残りのビデオ・DVDを紹介させていただきます。�
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―― 会員増強に皆様のご協力をお願い致します。―――― 会員増強に皆様のご協力をお願い致します。――

支 部 だ よ り 支 部 だ よ り 支 部 だ よ り 

去る５月19日�群馬県の富岡倶楽部に於いて、
恒例の３支部合同ゴルフコンペ第10回記念大会が
開催された。
当日朝の東京の天候は曇り、群馬県の予報も雨
のち曇りとのことで、行きのバス車中ではどの時
点で雨が上がるかが話題となっている。
順調に関越道をひた走るバス、しかし群馬県に
入った辺りからバスのワイパーが動き始めた。「や
っぱり合羽が必要かな？」誰かがポツリと呟く。
予定通りゴルフ場に到着後、のんびりとバイキン
グの朝食を摂り、練習グリーンでボールを転がし
ている間も雨足は衰えない。いや、むしろ強くな
ってきているようだ。
そんな状況でいよいよスタート、ところが１番
ホールを終え、２番ホールの途中あたりで雨が上
がった。空もみるみるうちに明るくなり、薄日さ
え射してきた。これは何事か起こりそうな予感が
…。その予感が適中したのが午後の２番パー３。
恥ずかしながらオナーの筆者が見事（？）な水切
りショットでピン手前３メートルにナイスオンし
た後、いよいよ本日の主役の登場である。ショッ
ト直前に「ホールインワンというのは性格が悪い
人がやるもの」などと冗談を言っていたその当人
が…。まさか直後にそれを達成するとは夢にも思

っていなかったであろう。９番アイアンで放たれ
た高い弾道のショットは右手前約４メートルにキ
ャリーすると綺麗なフックラインを描いてそのま
まカップイン。瞬時にしてティーグラウンドは大
騒ぎとなった。先行組にも「入った入った」の大
騒ぎは聞こえていたようだが、「まさか、また悪い
冗談を」と歯牙にも掛けなかったらしい。悪い人
達だね…まったく…（；^ _＾A）。
結果は別紙の通りだが、本来優勝スコアの金子
氏は残念ながら初参加で入賞の権利が無く、筆者
が繰り上がり優勝をさせて頂きました。ありがと
うございました。
次回大会は９月８日�同じ富岡倶楽部にて予定
しております。皆様の参加をお待ちしています。

《第9中央・第9本町・第10支部》

◆第10回　三支部合同ゴルフコンペ◆

ナイスショット！！　今回はホールインワンが…！

大成土地建物（株） 酒井　一男

宮園自動車株式会社　村越　雅也
国税の申告と納付がインターネットで出来

ると言う事を具体的にイメージできて、大変
興味を持ったのは2006年の冬に中野法人会
（優申会）が主催したe-Tax研修会に参加した
時です。
その研修会では「イータックスの利用手続

きについて」と言う事で、ソフトの入手方法
から開始するまでの手順について、詳しく、
解りやすく、おいしく（ケーキがでました）
説明を受けることができました。
実は、その時点で、当社としてはe-Taxを

導入するかどうかはまだ検討段階だったので
すが担当上席が法人会の集まりに出席するた
びにe-Taxの便利さを聞くに及び、いよいよ
導入するという事に方針が決まりました。
さてそうなると、実際に諸手続きをしなけ

ればなりません。そこで研修でいただいた
e-Tax開始手続きという手引書を存分に活用
させていただきました。
ソフトの入手、インストール、開始、諸注

意と、手順が詳細に記載して有り、研修時の
記憶を呼び起こしながら手引書に沿って手続
きを進めることができました。
その後、電子証明書も無事に取得でき

e-Taxを開始する準備が整いました。
当社は８社から成るグループ企業のさきが

けとして、まずは毎月の源泉所得税の申告と
納付から始め、順次対象税目を増やして手順
を確立し、ゆくゆくはグループ全８社でイン
ターネットで申告と納税ができるという画期
的なシステムのメリットを最大限享受したい
と思っています。

e - T a x  体 験 記 �e - T a x  体 験 記 �e - T a x  体 験 記 �
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―― 部会員募集中です。（詳細は TEL 3388－6896  中野法人会事務局まで）――

部 会 だ よ り 部 会 だ よ り 部 会 だ よ り 

４月６日管外研修で東京都庁を見学。日頃遠く
から高い建物を見ておりましたが、見学するのは
始めてです。昭和63年３月に工事が始まり、約３
年かかって平成３年３月に完成したそうです。早
いものでもう16年もたつのですね。東京都本庁舎
は、第一本庁舎、第二本庁舎、都議会議事堂、都
民広場からなっており、南展望室45階からの展望
はすばらしいと思いました。当日は残念ながら雲
日でしたので、晴れた日に東京の街を一望したい
と思います。
先日能登地震がありましたが、防災センターも
見学。東京都の危機管理体制はどうなっているの
か？　センターは８階と９階吹き抜けにしており、
200インチスクリーンや地図表示盤等で都内の情報
連絡を一元的に行う体制を強化してます。災害が

発生した場合、都民の生命を守り都市機能の維持
を図るため、あらゆる対策を講じており、安心致
しました。第二の故郷東京、大好きな東京で災害
のない安定、安心の生活をと願いつつ、帰路に着
きました。

見学の前に都庁の説明を聞く皆様

《源泉研究部会》

◆第284回研修会　東京都庁◆

源泉研究部会の「第285回研修会並びに第32回
定時総会」が、５月10日�中野税務署別館で開催
されました。
第１部の研修会は、中野税務署の木本副署長を
講師に招聘し『日本社会が抱えている課題につい
て　～日本の経済社会の構造変化～』と題して講
演して頂きました。

一億円の登場に、会場一同ビックリのひとコマも…。
大変に含蓄のある素晴らしいお話をありがとう
ございました。

第２部の定時総会は、西條部会長が議長席に着
き、『平成18年度事業報告・収支決算報告・監査報
告』と続き、『平成19年度事業計画案・収支予算案』
また、『役員改選の件』と、全て満場一致で可決さ
れました。
その後、会場を中野サンプラザに移し、懇親会
を開催。和気藹々の中、盛会裏に終了しました。

◆第285回研修会＆第32回定時総会◆

役　名�支部� 法　　人　　名� 担　当　者�

源泉研究部会役員名簿　 （平成19・20年度）

新星自動車（株） 峯岸　和子

1億円玩具（？）
…すごい！

含蓄のあるすばら
しい講演でした。

《お詫び》
会報154号P.５の東海住宅�須浦宏樹様の名刺が
誤っておりました。お詫び申し上げます。



女性部会の「第27回定時総会」
が、５月９日�中野サンプラザで
開催されました。
ご来賓として、中野税務署より、
木本副署長はじめ４名の方にご列
席を頂きました。
第１部の定時総会は、三輪部会

長が議長席に着き、『平成18年度事業報告・収支決
算報告・監査報告』と続き、『平成19年度事業計画
案・収支予算案』また、『役員改選の件』と、全て
が満場一致で可決されました。今回は、多くの役
員の交代があり、第９本町支部の役員が初めて誕生
しました。
その後、同会場で交流会を行い、終始、笑顔の堪
えない雰囲気の中、大変に有意義な時を過ごし、盛
会裏に終了致しました。
☆4月5日全法連主催の『第2回女性フォーラム』が、
熊本で開催され、当法人会より5名が参加しました。

青年部会の「第154
回研修会並びに第27回
定時総会」が、５月11
日�中野税務署別館で
開催されました。

第１部は、中野税務署の西村上席を講師に招聘
し『平成19年度税制改正のあらまし』と題して研
修会が行われました。今年は、減価償却制度の抜
本的な見直しがあったり、中小企業関係、住宅・
土地、金融・証券等も改正されました。又、税源
移譲の実施や定率減税も廃止されます。皆さん、
西村上席の名講義に聞き入っておりました。

第２部の定時総会は、矢島部
会長が議長席に着き、『平成18年
度事業報告・収支決算報告・監
査報告』と続き、『平成19年度
事業計画案・収支予算案』また、
『役員改選の件』と、全て満場
一致で可決されました。

赤羽新部会長の挨拶の後、今回青年部会を卒業
される５名の皆様に記念品の贈呈があり、横山様

から代表謝辞がありました。
その後、会場を中野サンプラザに移
し、懇親会を開催しました。新役員の
紹介などがあり、盛会裏に終了しました。

☆4月4日、鈴木会長を囲んで、新役員も参加し
法人会館において懇談会を行いました。

☆5月13日薬物乱用防止デーに応援参加しました。
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―― 部会員増強に皆様のご協力をお願い致します。――

部 会 だ よ り 部 会 だ よ り 部 会 だ よ り 

今年も多くの改正が…

今年度は多くの役員改選が…

《青年部会》

◆第154回研修会＆第27回定時総会◆

《女性部会》

◆第26回定時総会＆交流会◆

役　名�支部� 法　　人　　名� 氏　　名�

三輪部会長を再選

赤羽新部会長

役　名�支部� 法　　人　　名� 氏　　名�

青年部会役員名簿　 （平成19・20年度）

女性部会役員名簿　 （平成19・20年度）
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（社）中野法人会会員�（社）中野法人会会員�

この会員証紙を切り取って確定申告書にお貼りください。�

第19回  企業訪問� 薩 摩 建 設 株 式 会 社 �

企画提案�

建物を造ること。それだけが私たちの仕事ではありません。�

設計者が創る空間をカタチにできるように。�

オーナーが理想とする暮らしがずっと続くように。�

施工の前から、完成した後まで。�

そのプロセスの中で建設会社ができるすべてのことを、私たちは考えています。�

あなたの良きパートナーとして。薩摩建設です。�

　当社では、豊富な経験と技術を
持つスタッフがお客様のご相談を
承ります。�
　お客様のご要望・ご質問をお聞
かせください。お客様のニーズに
合わせて、最適な企画をご提案さ
せていただきます。�

設計・施工・監理�

　設計から完成にいたるまで、お
客様とのコミュニケーションを大
切に責任を持って行います。　当
社が取り扱う範囲は、住居用建物
から商業用建物の建築およびその
内装まで多種多様。これまで培っ
てきたノウハウを活かし、安全で
環境へ配慮した施工をお約束します。�

管理・メンテナンス�

　お客様が快適に使えて初めて「完
成する」のが、私たちの仕事です。
完成後のアフターサービスには万
全を期して対応させていただきます。�
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建築業者許可番号�
一級建築士事務所登録�
会 社 役 員�
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